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い
た
。
集
ま
っ
た
の
は
百
数
十
名
ほ
ど
。

大
半
が
、
7
0
歳
前
後
の
男
性
だ
。
中
に

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の
参
加
者
も
。
会

場
に
は
、
「
6
8
・
5
・
2
7
　
我
々
は
日
大

闘
争
に
決
起
し
た
日
　
日
大
全
共
闘
結

成
5
0
周
年
の
集
い
」
と
大
書
さ
れ
た
看

板
が
吊
ら
れ
て
い
た
。

私
立
大
学
で
は
学
生
数
が
最
大
の
日

本
大
学
で
、
2
0
億
円
も
の
巨
額
使
途
不

明
金
が
発
覚
し
た
の
は
今
か
ら
5
0
年
前

の
1
9
6
8
年
4
月
1
5
日
の
こ
と
。
当

時
、
劣
悪
な
教
育
環
境
や
学
生
の
自
由

の
抑
圧
、
右
翼
学
生
や
体
育
会
系
学
生

に
よ
る
暴
力
の
横
行
と
い
っ
た
現
実
に

不
満
を
た
ぎ
ら
せ
て
い
た
学
生
た
ち

は
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
法
学
部
や
経

済
学
部
（
東
京
都
千
代
田
区
）
を
先
頭

に
し
て
抗
議
活
動
に
立
ち
上
が
っ
た
。

に
経
済
学
部
な
ど
全
学
部
に
バ
リ
ケ
ー

ド
を
築
き
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
。
9

月
5
0
日
に
は
、
遂
に
都
内
両
国
講
堂
で

大
学
側
と
の
大
衆
団
交
を
実
現
し
、
古

田
会
頭
の
辞
任
と
経
理
の
全
面
公
開
や

全
理
事
の
辞
職
と
い
っ
た
学
生
側
の
9

項
目
の
要
求
を
認
め
さ
せ
た
。
そ
の
場

に
参
加
し
た
3
万
5
0
0
0
人
の
学
生

は
歓
喜
の
声
を
上
げ
だ
が
、
翌
1
0
月
1

そ
の
間
、
単
一
の
大
学
と
し
て
戦
後

学
生
運
動
史
上
最
大
規
模
と
な
っ
た
日

大
闘
争
は
、
右
翼
や
暴
力
団
、
機
動
隊

と
の
闘
い
で
学
生
の
死
者
1
人
と
多
数

の
重
傷
者
を
出
し
た
。
先
頭
に
立
っ
た

日
大
全
共
闘
は
、
6
8
年
か
ら
6
9
年
に
か

け
て
全
国
の
学
園
に
拡
が
っ
た
全
共
闘

運
動
の
な
か
で
最
強
部
隊
と
し
て
登
場

し
、
激
動
の
日
々
を
生
き
た
世
代
に
と

イ
キ
に
入
っ
た
法
学
部
　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

校
舎
。
（
館
年
6
月
。
提
供
／
無
尽
出
版
会
）

っ
て
そ
の
名
は
熱
き
時
代
を
象
徴
す
る

存
在
と
し
て
記
憶
さ
れ
、
今
も
語
り
継

が
れ
て
い
る
。

正
し
い
こ
と
を
貫
い
た
だ
け

結
成
か
ら
5
0
年
だ
っ
た
こ
の
6
月
1
0

日
、
奇
し
く
も
「
ア
メ
フ
ト
問
題
」
で

底
知
れ
ぬ
日
大
の
腐
敗
体
質
が
ま
た
も

明
る
み
に
出
る
な
か
、
か
つ
て
織
烈
な

闘
い
に
参
加
し
た
当
時
の
学
生
た
ち
が

再
び
結
集
し
、
各
学
部
の
元
全
共
闘
メ

ン
バ
ー
が
次
々
と
あ
い
さ
つ
に
立
ち
な

が
ら
こ
ぶ
し
を
突
き
あ
げ
、
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
連
呼
し
た
。
彼
ら
に
と
っ

て
少
な
く
な
い
数
の
仲
間
た
ち
が
す
で


